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注　意

受 験 教 科 等

中・高等学校共通　国　語

　　指示があるまで、問題冊子を開いてはいけません。

　　全て係員の指示に従って、静粛に受験してください。

　　机上には、受験票、筆記用具、時計以外のものを出してはいけません。

　　他の受験者の迷惑になるような行為、スマートフォン等の使用及び不正行為をしてはいけません。

　　解答時間は60分です。途中退出はできません。

　　問題冊子のページ数は、24ページです。はじめにページ数を確かめてください。

　　解答用紙に、必要事項の記入やマークがない場合や誤っている場合には、解答は全て無効となります。 

解答用紙の【1】の欄には、受験番号を記入し、受験番号に対応する数字をマークしてください。
【2】の欄には、氏名を記入してください。ただし、【3】の選択問題を表す欄のマークは不要です。
　　問題冊子の余白等は、適宜使用しても構いませんが、どのページも切り離してはいけません。

　　問題文中の「学習指導要領」は、特に指示がある場合を除いて、平成29年、平成30年又は平成

31年告示の「学習指導要領」を表しています。

　　問題の内容についての質問には一切応じません。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1　解答は、問題文や解答用紙の注意事項に従って、解答欄にマークしてください。問題には、選択

肢から選び解答する場合や、数字又は符号（-）を入れて問題文を完成させて解答する場合などが

あり、解答方法が複数ある場合とどれか一つのみの場合とがあります。

2　「解答番号は 1 。」と表示のある問に対して、 3と解答する場合には、次の（例 1）のよ

うに解答番号 1 の解答欄の 3 にマークしてください。

（例 1）
解答
番号 解答欄

1 74 02 851 3 96

解答上の注意の続きを、問題冊子の裏表紙に記載してあります。問題冊子を裏返して必ず読んでください。

専　門　教　養

令和 2 年 7 月

60分

解答上の注意
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2　
「
日
本
を
背
負
っ
て
芸
術
に
一
心
に
打
ち
込
む
泰
山
、
白
雲
の
よ
う
な
芸

術
家
の
真
摯
な
姿
勢
に
心
を
打
た
れ
」
た
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
は
理
解
を

示
し
つ
つ
、「
白
樺
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
作
者
の
力
量
が
感
じ
ら
れ
る
作

品
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
は
、
作
者
独
自
の
耽
美
主
義
的
人
生
観
や
唯
美

主
義
的
芸
術
観
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
近
代
文
学
の
主
義
や

思
想
の
変
遷
に
つ
い
て
理
解
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
。

3　
「
軽
妙
で
あ
り
な
が
ら
、
絶
妙
な
心
理
的
駆
け
引
き
に
富
ん
だ
表
現
と

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
は
評
価
し
つ
つ
、「
互
い
に
対
す
る

尊
敬
や
兄
弟
愛
」
に
つ
い
て
は
、
明
る
い
理
想
主
義
的
な
人
道
主
義
の
立
場

か
ら
描
か
れ
て
お
り
、
美
醜
併
せ
も
つ
人
間
の
全
体
像
を
鋭
敏
・
明
晰
に
把

握
し
よ
う
と
す
る
白
樺
派
以
後
の
文
学
的
傾
向
に
つ
い
て
紹
介
し
、
こ
の
作

品
に
つ
い
て
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
理
解
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
。

4　
「
日
本
を
背
負
っ
て
芸
術
に
一
心
に
打
ち
込
む
泰
山
、
白
雲
の
よ
う
な
芸

術
家
の
真
摯
な
姿
勢
に
心
を
打
た
れ
」
た
と
い
う
芸
術
家
の
あ
る
べ
き
姿
に

言
及
し
た
点
に
つ
い
て
は
評
価
し
つ
つ
、「
白
樺
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
作

者
の
力
量
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
は
、
人
間
内
部
の

多
岐
に
し
て
微
妙
な
心
理
の
表
出
か
ら
、
疲
労
と
倦
怠
の
表
白
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
白
樺
派
の
文
学
的
傾
向
に
つ
い
て
理
解
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
。

問
6　

次
の
記
述
は
、
高
等
学
校
国
語
科
「
文
学
国
語
」
を
履
修
す
る
生
徒
が
、
こ

の
文
章
を
読
ん
だ
感
想
や
表
現
描
写
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
発
言
し
た
内
容

で
あ
る
。
こ
の
発
言
を
受
け
た
教
師
の
指
導
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の

は
、
後
の
1
〜
4
の
う
ち
で
は
ど
れ
か
。
解
答
番
号
は

14

。

生
徒　

私
は
、
日
本
を
背
負
っ
て
芸
術
に
一
心
に
打
ち
込
む
泰
山
、
白
雲
の

よ
う
な
芸
術
家
の
真
摯
な
姿
勢
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
僕
、
泰

山
、
白
雲
、
の
三
人
の
や
り
取
り
の
場
面
は
、
軽
妙
で
あ
り
な
が
ら
、
絶

妙
な
心
理
的
駆
け
引
き
に
富
ん
だ
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
互
い

に
対
す
る
尊
敬
や
兄
弟
愛
な
ど
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
関
係
が
描
き
出
さ
れ
て

い
て
、
白
樺
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
作
者
の
力
量
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
だ

と
思
い
ま
し
た
。

1　
「
軽
妙
で
あ
り
な
が
ら
、
絶
妙
な
心
理
的
駆
け
引
き
に
富
ん
だ
表
現
と

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
は
、
人
間
の
美
し
さ
や
偉
大
さ
を
夢

想
す
る
白
樺
派
に
特
有
の
文
学
的
態
度
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
つ
つ
、「
互

い
に
対
す
る
尊
敬
や
兄
弟
愛
」
に
つ
い
て
は
、
近
代
の
理
想
的
な
人
間
像
を

追
及
し
た
自
然
主
義
文
学
に
根
差
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
近
代

の
作
家
の
文
学
的
傾
向
に
つ
い
て
理
解
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
。
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問
5　

二
重
傍
線
部
Ａ
〜
Ｄ
の
「
に
」
の
う
ち
、
同
じ
意
味
の
助
動
詞
の
組
合
せ
と

し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
、
次
の
1
〜
6
の
う
ち
で
は
ど
れ
か
。
解
答
番
号
は 

19

。

1　

Ａ
と
Ｂ

2　

Ａ
と
Ｃ

3　

Ａ
と
Ｄ

4　

Ｂ
と
Ｃ

5　

Ｂ
と
Ｄ

6　

Ｃ
と
Ｄ

問
4　

傍
線
部
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
の
和
歌
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適

切
な
も
の
は
、
次
の
1
〜
4
の
う
ち
で
は
ど
れ
か
。
解
答
番
号
は

18

。

1　

Ⅰ
の
和
歌
は
、
忠
こ
そ
を
懐
か
し
く
思
う
気
持
ち
を
雲
に
た
と
え
て
、

都
に
帰
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
Ⅱ
の
和
歌
は
、
山
辺
に
広
が
る
都
こ
そ
雲 

の
い
る
べ
き
場
所
だ
と
帝
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
心
情
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る

た
め
、
左
大
将
は
Ⅲ
の
和
歌
で
、
心
の
底
か
ら
の
喜
び
を
詠
ん
で
い
る
。

2　

Ⅰ
の
和
歌
は
、
忠
こ
そ
の
経
を
山
の
端
に
た
と
え
て
経
を
広
く
知
ら
し

め
よ
と
詠
ん
で
お
り
、
Ⅱ
の
和
歌
は
、
山
に
は
安
住
の
場
所
が
な
く
都
へ 

の
帰
還
を
望
む
忠
こ
そ
の
心
情
を
詠
ん
で
い
る
た
め
、
左
大
将
は
Ⅲ
の
和 

歌
で
、
安
堵
の
気
持
ち
を
詠
み
、
忠
こ
そ
を
迎
え
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

3　

Ⅰ
の
和
歌
は
、
忠
こ
そ
を
雲
に
た
と
え
て
、
忠
こ
そ
に
今
一
度
上
京
す
る 

よ
う
促
し
て
い
る
が
、
Ⅱ
の
和
歌
は
、
山
に
も
都
に
も
安
住
の
地
を
見
付 

け
ら
れ
な
い
自
分
の
現
状
を
嘆
く
歌
で
あ
る
た
め
、
左
大
将
は
Ⅲ
の
和
歌 

で
、
意
外
な
再
会
を
喜
ぶ
気
持
ち
を
詠
ん
で
忠
こ
そ
に
同
行
を
求
め
て
い
る
。

4　

Ⅰ
の
和
歌
は
、
帝
と
忠
こ
そ
と
の
再
会
を
山
と
雲
に
た
と
え
て
自
然
な

こ
と
で
あ
る
と
詠
ん
で
い
る
が
、
Ⅱ
の
和
歌
は
、
山
に
降
り
ら
れ
な
い

雲
の
様
子
か
ら
、
帝
の
喜
び
に
恐
縮
し
て
い
る
様
子
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
た

め
、
左
大
将
は
Ⅲ
の
和
歌
で
、
二
人
を
和
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
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2　
「
情
景
の
描
写
や
帝
と
忠
こ
そ
の
会
話
で
の
や
り
取
り
は
、
事
実
を
そ
の

ま
ま
切
り
取
っ
た
よ
う
な
記
録
的
な
文
体
で
あ
る
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て

は
理
解
を
示
し
つ
つ
、
他
の
歴
史
物
語
の
文
体
や
構
成
と
比
較
さ
せ
る
こ
と

で
、
特
定
の
登
場
人
物
の
伝
記
を
中
心
に
編
纂
す
る
歴
史
物
語
の
構
成
上
の

基
本
的
な
特
徴
を
説
明
し
な
が
ら
、
後
に
書
か
れ
た
「
伊
勢
物
語
」
に
通
じ

る
客
観
性
と
写
実
性
に
つ
い
て
理
解
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
。

3　
「
物
語
の
途
中
に
和
歌
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
心
情
を
細
や

か
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
構
成
」
を
歌
物
語
と
の
関
連
で
読
み
取
っ
た
こ
と

は
評
価
し
な
が
ら
も
、
豊
か
な
心
情
描
写
は
和
歌
以
外
の
部
分
に
も
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
歴
史
物
語
の
特
徴
と
比
較
し
つ
つ
、
豊
か
な
心
情
描
写
こ
そ

が
物
語
の
豊
か
さ
を
生
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
後
に
書
か
れ
た
「
源
氏

物
語
」
に
通
じ
る
物
語
性
に
つ
い
て
理
解
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
。

4　
「
情
景
の
描
写
や
帝
と
忠
こ
そ
の
会
話
で
の
や
り
取
り
は
、
事
実
を
そ
の

ま
ま
切
り
取
っ
た
よ
う
な
記
録
的
な
文
体
で
あ
る
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て

は
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
、
こ
の
物
語
は
和
歌
を
用
い
て
登
場
人

物
の
心
情
を
表
現
す
る
構
成
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
後
に
書
か
れ
た
「
伊

勢
物
語
」
や
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
古
典
文
学
と
の
比
較
を
通
じ
て
心
情
描
写
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
。

問
6　

次
の
記
述
は
、
高
等
学
校
国
語
科
「
古
典
探
究
」
を
履
修
す
る
生
徒
が
、
こ

の
文
章
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
発
言
し
た
内
容
で
あ
る
。
こ
の
発
言
を
受
け

た
教
師
の
指
導
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
、
次
の
1
〜
4
の
う
ち
で
は

ど
れ
か
。
解
答
番
号
は

20

。

生
徒　

物
語
の
途
中
に
和
歌
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
心
情
を
細

や
か
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
構
成
に
は
、「
伊
勢
物
語
」
な
ど
の
歌
物
語

と
の
関
連
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
情
景
の
描
写
や
帝
と
忠
こ
そ
の

会
話
で
の
や
り
取
り
は
、
事
実
を
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
た
よ
う
な
記
録
的

な
文
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
物
語
の
よ
う
に
史
実
を
基
に
し
た
物
語

な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

1　
「
物
語
の
途
中
に
和
歌
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
心
情
を
細
や

か
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
構
成
」
に
歌
物
語
と
の
関
連
を
見
い
だ
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
評
価
し
つ
つ
、
和
歌
の
主
題
が
眼
前
の
風
景
や
自
然
へ
の
賞
賛

で
あ
る
点
が
、
他
の
歌
物
語
と
異
な
る
大
き
な
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ

せ
る
た
め
、
別
の
章
段
を
併
せ
て
紹
介
し
な
が
ら
説
明
し
、
後
に
書
か
れ
た

「
源
氏
物
語
」
に
登
場
す
る
叙
情
的
な
和
歌
と
対
比
さ
せ
て
指
導
す
る
。
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問
2　

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
の
「
各
科
目
」
の
「
現
代
の
国
語
」
の
「
内

容
」
の
「
読
む
こ
と
」
に
関
す
る
記
述
と
し
て
適
切
な
も
の
は
、
次
の
1
〜
5

の
う
ち
の
ど
れ
か
。
解
答
番
号
は

27

。

1　

書
き
手
の
考
え
や
目
的
、
意
図
を
捉
え
て
内
容
を
解
釈
す
る
と
と
も
に
、

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
特
色
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
。

2　

作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、

内
容
の
解
釈
を
深
め
る
こ
と
。

3　

主
張
を
支
え
る
根
拠
や
結
論
を
導
く
論
拠
を
批
判
的
に
検
討
し
、
文
章
や

資
料
の
妥
当
性
や
信
頼
性
を
吟
味
し
て
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
。

4　

語
り
手
の
視
点
や
場
面
の
設
定
の
仕
方
、
表
現
の
特
色
に
つ
い
て
評
価
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
。

5　

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
論
理
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て

叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
、
要
旨
や
要
点
を
把
握
す
る
こ
と
。

学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
次
の
各
問
に
答
え
よ
。

問
1　

中
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
の
「
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
の
〔
第
2
学

年
〕
の
「
内
容
」
の
「
読
む
こ
と
」
に
関
す
る
記
述
と
し
て
適
切
な
も
の
は
、

次
の
1
〜
5
の
う
ち
の
ど
れ
か
。
解
答
番
号
は

26

。

1　

文
章
の
中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
、
事
実
と
意
見
と
の
関
係
な
ど

に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
捉
え
、
要
旨
を
把
握
す
る
こ
と
。

2　

場
面
の
展
開
や
登
場
人
物
の
相
互
関
係
、
心
情
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
、

描
写
を
基
に
捉
え
る
こ
と
。

3　

観
点
を
明
確
に
し
て
文
章
を
比
較
す
る
な
ど
し
、
文
章
の
構
成
や
論
理
の

展
開
、
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。

4　

文
章
を
批
判
的
に
読
み
な
が
ら
、
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
や
考

え
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。

5　

文
章
を
読
ん
で
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
て
、
人
間
、
社
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然

な
ど
に
つ
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て
、
自
分
の
意
見
を
も
つ
こ
と
。
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３　問題文中の 2 、 3 4 などの には、数字又は符号（-）が入ります。次の 

⑴～⑷の方法でマークしてください。

⑴　 2 、 3 、 4 、……の一つ一つは、それぞれ 1～ 9、 0の数字又は符号（-）のいずれ

か一つに対応します。それらを 2 、 3 、 4 、……で示された解答欄にマークしてください。

例えば、 2 3 4 に -84 と解答する場合には、次の（例 2）のようにマークします。

なお、同一の問題文中に 2 、 3 4 などが 2度以上現れる場合、原則として、 

2 度目以降は、 2 、 3 4 のように細字で表記します。

⑵　分数形で解答する場合は、符号は分子に付け、分母に付けてはいけません。また、分数は既

約分数で答えてください。

例えば、
5 6

7
に

5

4
- と解答する場合には、

5

4- として、次の（例 3）のように 

マークします。

⑶　小数の形で解答する場合は、特に指示されていなければ、指定された桁数の一つ下の桁を四

捨五入して答えてください。また、必要に応じて、指定された桁まで 0 にマークしてください。

例えば、 8 9 10. に 2.6 と解答する場合には、2.60 として答えてください。

⑷　根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えてください。

4　「ただし、選んだ数字の小さい順にマークすること。解答番号は 11 、 12 、 13 。」 

と表示のある問に対して、 2と 5と 8と解答する場合には、次の（例 4）のように「 2 、 5 、 8 」

の順にマークします。

このとき、「 2 、 5 、 8 」以外の「 5 、 2 、 8 」や「 8 、 2 、 5 」などの順にマークした場合に

は、不正解となります。

（例 2）

解答
番号 解答欄

2 74 02 851 3 96

3 74 02 851 3 96

4 74 02 851 3 96

（例 3）

解答
番号 解答欄

5 74 02 851 3 96

6 74 02 851 3 96

7 74 02 851 3 96

（例 4）

解答
番号 解答欄

11 74 02 851 3 96

12 74 02 851 3 96

13 74 02 51 3 96



3

大問番号

一 問1 (ア) 1 4 2

(イ) 2 3 2

(ウ) 3 1 2

問2 4 4 4

問3 5 3 4

問4 6 1 4

問5 7 2 4

問6 8 4 6

二 問1 9 1 4

問2 10 2 4

問3 11 2 4

問4 12 4 4

問5 13 4 4

問6 14 3 6

三 問1 15 2 3

問2 16 4 3

問3 17 1 3

問4 18 3 4

問5 19 2 4

問6 20 3 5

四 問1 21 1 3

問2 ① 22 4 3

② 23 3 4

問3 24 1 3

問4 25 2 5

五 問1 26 3 3

問2 27 5 3

２（３採用）【 中・高等学校共通　国語 】

問　題　番　号
解答番号 正答１ 正答２ 正答３ 配点 備考

小問番号


